
役
者
評
判
記
の
「
相
対
化
」

明
治
前
期
諸
種
評
判
記
の
動
向
よ
り
見
て

池
　
山

晃

　
役
者
評
判
記

は
、
歌
舞
伎
の
役
者
を
対
象
と
し
て
技
芸
評
や
位
付
を

お

こ
な
っ
た
書
物
の
総
称
で
、
こ
れ
は
近
世
元
禄
期
に
基
本
形
が
確
立

し
て
以
降
、
ほ
ぼ
毎
年
出
版
さ
れ
て
い
く
。

　
そ

の

出
版
は
、
近
代
明
治
の
世
に
入
っ
て
い
っ
た
ん
途
絶
え
る
が
、

類
似
し
た
形
を
と
っ
て
一
時
的
に
復
活
を
見
せ
る
。
そ
の
代
表
が
観
劇

団
体
六
二
連
に

よ
る
一
連
の
俳
優
評
判
記
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
聞
、

雑
誌

な
ど
の
新
し
い
媒
体
の
登
場
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
劇
評
は
そ
の

な
か
に
と
り
こ
ま
れ
、
役
者
評
判
記
は
姿
を
消
し
て
い
く
o
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
じ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

は
、
か
つ
て
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
後
、
日
置
貴
之
、
矢
内
賢
二
ら
に
よ
っ

て

詳
細

な
検
討
、
考
察
が
な
さ
れ
、
明
治
前
期
に
お
け
る
役
者
評
判
記

の

様
相
は
、
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
巷
間
に
出
現
し
た
新
し
い
種
類
の

人
々
や
事
物
を
対
象
と
し
た
評
判
記
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
事

実
が

あ
る
。
当
時
の
新
聞
紙
面
に
は
、
俳
優
評
判
記
の
広
告
と
同
列
の

扱
い
で
、
主
に
「
芸
娼
妓
評
判
記
」
「
代
言
人
評
判
記
」
と
い
っ
た
字

面
が

し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
。

　
本
稿

は
、
新
時
代
に
現
れ
た
諸
種
の
評
判
記
の
な
か
か
ら
、
こ
の
二

種
の
評
判
記
の
動
向
を
中
心
に
と
り
あ
げ
た
。
そ
れ
ら
「
評
判
記
」
を

名
乗
る
も
の
が
輩
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
（
と
言
っ
て
も
も
っ

ぱ
ら
研
究
者
）
が
r
あ
の
評
判
記
」
と
し
て
認
知
す
る
役
者
評
判
記
が
、

冒
頭
に
述
べ
た
新
し
い
劇
評
媒
体
群
へ
の
解
消
と
い
う
内
容
面
の
現
象

と
は
別
に
、
「
評
判
記
」
と
い
う
呼
称
の
点
で
、
相
対
的
な
位
置
に
置

か
れ

て

い

く
、
諸
種
の
評
判
記
の
な
か
に
並
置
さ
れ
て
い
く
様
相
を
、

本
稿
の
作
業
を
通
し
て
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
諸
種
評
判
記
に
つ
い
て
は
、
諸
機
関
悉
皆
調
査
に
至
っ
た
も

の

で

は
な
く
、
主
に
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
拠
っ
た
。
新
聞
紙
上

の

記
載
に

つ
い

て

は
、
庶
民
向
け
の
小
新
聞
と
し
て
出
発
し
た
『
（
東

京
）
朝
日
新
聞
』
『
読
売
新
聞
』
か
ら
採
取
を
お
こ
な
っ
た
。
右
の
概

況

を
た
ど
る
、
試
み
の
段
階
の
作
業
で
あ
る
こ
と
を
了
解
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
新
聞
記
事
の
日
付
は
、
前
稿
と
同
様
、
例
え
ば
明
治
八
年
十
二
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月
三
十
日
を
8
・
1
2
・
3
0
の
形
で
表
示
す
る
。

芸
娼
妓
評
判
記

r黒
表
紙
」
流
の
消
長
－

　
『
東
京
日
日
新
聞
』
8
・
1
2
・
3
0
に
「
麦
に
今
年
の
暮
の
東
京
景
況

を
雑
と
記
し
ま
せ
う
」
と
す
る
な
か
に
、
「
市
中
に
最
も
多
き
物
は
売

家
貸
店
の
張
札
と
身
代
限
な
り
其
次
は
代
言
人
と
地
獄
ま
た
其
次
は
泥

棒
」
と
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
諸
種
評
判
記
の
な
か
で
、
明
治
に
な
っ

て

ま
ず
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
新
聞
広
告
が
頻
出
す
る
の
は
、
芸
妓

お
よ
び
娼
妓
の
評
判
記
と
代
言
人
の
評
判
記
で
あ
り
、
こ
の
記
事
に
お

お
む
ね
呼
応
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
（
代
言
人
は
後
述
す
る
よ
う
に

弁
護
士
の

前
身
。
地
獄
は
私
娼
の
異
名
）
。
芸
妓
と
娼
妓
は
無
論
厳
密

に

は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
本
項
で
は
芸
妓
・
娼
妓
を
対
象
と

す
る
評
判
記
を
便
宜
的
に
一
括
し
て
、
「
芸
娼
妓
評
判
記
」
と
称
し
て

と
り
あ
げ
る
（
実
際
に
一
括
し
て
と
り
あ
げ
、
そ
の
よ
う
に
称
す
る
も

の
も
左
に
登
場
す
る
）
。

　
明
治
五
（
一
八
七
l
　
1
）
年
十
月
、
太
政
官
布
告
に
よ
り
「
娼
妓
解
放

令
」
が
発
令
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
と
結
果
を
簡
略
に
整
理
す
れ
ば
、
明

治
五
年
に

来
泊
し
た
ペ
ル
ー
の
売
奴
船
を
批
判
し
て
官
命
で
拘
留
し
た

と
こ
ろ
、
か
え
っ
て
口
本
側
の
娼
妓
の
労
働
実
態
へ
の
批
判
を
呼
ん
だ

こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
同
令
を
発
し
て
取
り
繕
い
、
娼
妓
を
人
身
売
買

契
約
か

ら
解
放
し
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
解
放
さ
れ
て
正
業
に
就
く
者

も
い
た
一
方
で
、
生
活
の
た
め
に
自
ら
望
ん
で
元
通
り
の
稼
業
に
留
ま

る
者
、
そ
し
て
私
娼
と
い
う
か
た
ち
に
転
身
す
る
者
が
生
じ
た
こ
と
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
著
書
で
こ
の
解
放
令
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
た
宮

武
外
骨
は
、
一
般
的
な
開
化
風
俗
の
流
行
と
も
混
渚
し
た
こ
の
業
界
の

変
容
ぶ
り
を
ふ
ま
え
て
、
「
吉
原
変
遷
史
の
新
旧
分
界
」
と
位
置
づ
け

　
　
　
る
　

て
い
る
。

　
芸
娼
妓
評
判
記

は
こ
の
よ
う
に
し
て
新
し
い
人
種
が
登
場
す
る
状
況

の

な
か
か
ら
次
々
と
登
場
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
先
駆
け
に
つ
い
て
、

左
に

⑪
と
し
て
掲
げ
る
『
神
戸
兵
庫
芸
娼
妓
評
判
記
』
の
自
序
に
は
次

の

よ
う
に
記
す
。

　
　
昔
し
浪
華
に
八
文
字
屋
自
笑
江
島
屋
其
磧
な
ど
云
ふ
人
あ
り
て
年
々

　
　
役
者
の
技
芸
を
評
し
た
る
小
冊
を
出
版
し
当
時
大
に
好
劇
家
の
喝

　
　
采

を
得
た
る
こ
と
あ
り
し
が
其
の
表
紙
に
は
黒
色
の
紙
を
用
ふ
る

　
　
を
常
と
せ
し
か
ば
誰
云
ふ
と
な
く
此
の
評
判
記
を
黒
表
紙
と
称
へ

　
　
之

を
評
す
る
見
巧
者
を
黒
表
紙
連
と
は
呼
び
け
る
と
そ
今
も
役
者

　
　
の

芸
評

は
新
聞
紙
上
に
も
顕
は
れ
来
り
て
此
道
を
奨
励
す
る
こ
と

　
　
あ
れ
ど
も
芸
娼
妓
の
評
判
を
載
せ
た
る
書
に
至
り
て
は
世
間
其
の

　
　
類
に

乏

し
き
が
如
し
（
中
略
o
中
国
の
『
板
橋
雑
記
』
等
は
措
く
、

　
　

ま
た
、
成
島
柳
北
の
『
新
柳
情
譜
』
等
は
「
文
章
梢
や
高
尚
に
し

　
　
て
俗
人
の
眼
に

入

り
難
き
」
な
ど
と
と
し
つ
つ
）
唯
り
慶
応
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
ら
ん
ひ
や
う
ば
ん
き

　
　
仮
名
書
魯
文
翁
が
綴
り
た
る
娼
妓
評
判
記
と
吾
が
友
呉
園
情
史
が

　
　
著

は
し
た
る
東
京
芸
者
評
判
記
と
は
文
章
頗
る
平
易
に
し
て
且
黒

　
　
表
紙
の
体
裁
に
似
寄
り
た
る
も
の
な
り
き

（右
の
引
用
に
、
江
戸
期
の
役
者
評
判
記
の
こ
と
を
「
黒
表
紙
」
と
呼

ぶ
通
称
が

出
て
く
る
。
前
稿
や
こ
の
後
の
引
用
文
に
も
頻
出
す
る
。
本
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稿
で

は
、
そ
れ
ら
に
特
有
の
体
裁
や
形
式
に
対
し
て
、
便
宜
的
に
「
黒

表
紙
」
流
、
と
い
う
呼
び
方
を
し
て
い
v
o
）

　
『
娼
妓
評
判
記
』
の
刊
行
は
、
表
紙
記
載
に
よ
れ
ば
明
治
三
年
で
あ

り
、
娼
妓
解
放
令
に
先
立
つ
も
の
で
あ
る
。
著
者
仮
名
垣
魯
文
が
俳
優

評
判
記
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
前
稿
に

述
べ
た
。
こ
の
書
は
横
本
黒
色
表
紙
で
こ
そ
な
く
、
対
話
形
式
も
一
部

で

し
か
と
ら
な
い
も
の
の
、
r
大
全
盛
上
上
吉
」
と
い
っ
た
位
付
方
式

は
用
い
て
い
る
。

　
『
神
戸
兵
庫
芸
娼
妓
評
判
記
』
の
記
述
か
ら
、
ま
ず
こ
の
『
娼
妓
評

判
記
』
が
以
下
に
と
り
あ
げ
る
諸
書
の
呼
び
水
に
な
っ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
実
例
を
、
国
会
図
書
館
本
に
拠
っ
て
掲
げ
て
い

v
o
横
本
と
い
う
体
裁
、
上
上
吉
の
位
付
や
対
話
形
式
の
評
文
に
「
黒

表
紙
」
流
を
認
め
た
も
の
に
は
◎
印
（
文
字
通
り
の
黒
色
表
紙
で
な
く

と
も
）
、
そ
の
体
裁
、
形
式
か
ら
距
離
を
お
く
も
の
に
は
○
印
、
原
本

を
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
は
△
印
を
用
い
て
、
便
宜
的
に
通
し
番

号
を
付
し
て
立
項
し
た
。
刊
行
年
月
、
制
作
に
関
わ
っ
た
人
物
を
摘
出

し
、
丁
数
、
頁
数
の
別
は
原
本
に
拠
っ
た
。
評
さ
れ
た
芸
娼
妓
の
人
数

を
掲
げ
、
参
考
と
な
る
事
項
を
特
記
し
た
。
芸
娼
妓
の
評
文
自
体
は
、

容
貌
、
技
芸
、
接
客
ぶ
り
な
ど
が
記
さ
れ
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
遊
女
評

判
記
に
い
わ
ば
先
祖
返
り
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
記
事
項
は

そ

れ

よ
り
も
主
に
序
文
や
凡
例
に
記
す
成
立
事
情
や
編
集
意
図
に
重
点

を
置
い
た
。
新
聞
広
告
が
目
に
つ
い
た
も
の
は
、
そ
れ
も
と
り
あ
げ
た

が
、
こ
れ
は
そ
の
宣
伝
惹
句
に
も
留
意
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る

（
な
お
、
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
俳
優
評
判
記
の
広
告
も
登
場
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
同
列
の
も
の
と
し
て
読
者
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り

彼

ら
の
脳
裏
に
お
け
る
役
者
評
判
記
の
相
対
化
を
促
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
）
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

◎
①
『
新
橋
芸
妓
評
判
記
』
初
編
　
明
1
4
・
9
　
柳
々
閑
人
序
　
猫
々

　
道
人
魯
文
・
香
雲
楼
芳
雪
附
序
　
呉
園
情
史
著
　
刊
行
所
粋
文
社

　
編
輯
兼
出
版
人
中
村
鉄
三
郎

．

25

丁
。
3
7
名
を
扱
う
。

・

『
横
浜
芸
妓
評
判

記
』
の
記
事
に
言
う
「
東
京
芸
者
評
判
記
」
が
こ

　
れ

を
指
す
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
「
黒
表
紙
」
流
の
先
駆
け
と
な
る

　
の

は
、
本
書
で
あ
る
が
、
左
に
見
え
る
よ
う
に
、
当
然
こ
れ
は
俳
優

　
評
判
記
登
場
の
影
響
の
下
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

・

柳
々
閑
人
序
は
、
「
六
二
連
品
評
俳
優
。
梨
園
為
研
技
芸
焉
。
」
に
始

　
ま
る
。
魯
文
附
序
に
「
記
者
が
眼
の
黒
表
紙
」
「
遂
に
大
極
上
々
吉

　
の
能
芸
妓
衆
と
称
さ
れ
な
ん
」
。
凡
例
に
「
新
橋
百
九
十
六
名
の
芸

　
妓
を
挙
げ
悉
く
之
を
評
せ
ん
と
の
発
意
な
り
し
も
其
の
大
部
の
所
と

　
な
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
更
に
右
の
人
員
中
よ
り
抽
籔
を
以
て
三
十
七
名

　
を
撰
抜
し
」
「
知
己
の
妓
の
漏
れ
た
る
を
遺
憾
と
せ
ら
る
＼
諸
君
は

　
不

日
発
住
す
る
所
の
二
編
三
編
に
就
て
其
人
を
索
め
ら
れ
ん
こ
と
を

　
請
ふ
」
。
巻
末
に
二
編
広
告
も
載
る
。

・

『
読
売
新
聞
』
1
4
・
1
0
・
2
0
に
開
新
社
の
「
弘
売
」
広
告
。

・

同
1
0
・
2
1
に
記
事
扱
い
で
載
る
。
「
八
文
字
屋
風
の
黒
表
紙
に
倣
ひ
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容
貌
の

善
悪
か

ら
芸
の
巧
拙
等
を
評
し
新
橋
通
の
腹
を
穿
ツ
た
珍
書

　
で
有
ま
す
」
。

・

同
1
1
・
6
に
広
告
。
「
役
者
評
判
記
の
体
裁
に
倣
ひ
新
橋
の
名
妓
を

　
品
評
」
。

・

『
読
売
新
聞
』
1
4
’
1
2
・
1
0
に
広
告
。
「
役
者
評
判
記
の
趣
向
に
倣
ひ

　
頭
取
ヒ
イ
キ
わ
る
口
等
の
評
者
を
設
け
て
新
橋
名
妓
の
技
芸
姿
色
な

　
ど
を
品
評
」
。

◎
②

『
横
浜
芸
妓
評
判

記
』
初
編
　
明
1
4
・
1
1
　
猫
々
道
人
序
　
編
輯

　
兼
出
版
人
近
藤
道
治

・

23

頁
。
2
2
名
を
扱
う
。

・

猫
々
道
人
序
に
「
本
港
滑
稽
の
頭
取
七
本
杉
の
森
舎
の
主
個
正
造
坊

　
が
業
間
の
余
筆
に
し
て
彼
八
文
字
屋
の
黒
表
紙
六
二
連
の
今
自
笑
と

　
は
鴉
と
鷺
の
し
ろ
う
人
評
言
」
。
凡
例
に
「
此
小
冊
は
古
来
八
文
舎

　
の

黒
表
紙
今
云
六
二
連
の
俳
優
評
判
記
を
基
礎
と
し
て
且
昨
今
花
柳

　
遊
客
の
専
ら
愛
読
す
る
新
橋
芸
妓
評
判
記
の
体
裁
に
倣
ふ
者
な
り
」

　
と
あ
り
、
前
書
が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
本
書
成
立
の
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

　
の

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
ま
た
、
珊
名
は
多
い

　
の

で
22

名
と
し
た
、
「
次
編
は
粋
家
定
連
の
助
評
を
依
頼
し
十
目
十

　
指
各
自
の
投
票
を
以
て
善
悪
の
批
評
を
下
し
」
な
ど
と
述
べ
る
。

・

『
読
売
新
聞
』
1
4
・
H
’
1
5
に
広
告
。
「
正
造
坊
茂
林
子
評
」
「
芸
妓

　
百
九
名
を
俳
優
に
見
立
技
芸
の
優
劣
品
行
の
善
悪
等
ま
で
粋
客
方
の

　
当
初
を
集
め
詳
記
せ
し
例
の
面
黒
表
紙
な
り
」
。

△
③

『
南
北
花
街
芸
妓
評
判
記
』
花
頓
道
人
閲
　
孤
蝶
園
主
人
評
　
小

　
野
豊
昇
堂

・

『
朝

日
新
聞
』
1
4
・
1
2
’
1
6
お
よ
び
1
7
に
「
近
日
出
版
」
広
告
。

△
④

『
新
橋
芸
妓
評
判
記
』
二
篇
　
鳴
玉
堂

・

『
読
売
新
聞
』
1
5
．
5
・
3
0
に
記
事
扱
い
で
、
「
売
出
し
に
な
り
ま
し

　
た
」
と
あ
る
。

※
⑤
『
花
く
ら
べ
芸
妓
評
判
記
附
録
」
明
1
5
・
1
2
　
編
輯
人
佐
伯
久
作

　
出
版
人
華
本
安
次
郎
　
華
本
文
昌
堂
版

．

5
丁
。

・

こ
の
「
附
録
」
は
、
近
刊
予
定
の
同
評
判
記
の
読
み
方
を
、
仲
居

　
（
役
者
評
判
記
の
「
頭
取
」
に
あ
た
る
役
目
）
と
客
の
対
話
形
式
で

　
述
べ
た
黒
色
表
紙
横
本
。
※
印
を
付
し
た
。
末
尾
に
仲
居
の
言
と
し

　
て
　
r
（
仲
）
通
客
方
の
寄
書
さ
へ
揃
へ
ば
早
速
本
評
を
出
版
す
る
と

　
の

楽
屋
話
し
な
れ
ど
当
一
月
中
に
は
其
投
書
を
侯
ず
内
輪
の
探
訪
而

　
己
で
も
是
非
壱
冊
出
版
致
す
そ
ふ
で
御
座
り
升
」
。
な
お
、
「
（
版
元
）

　
当
春
よ
り
俳
優
評
判
記
を
も
出
版
致
し
升
れ
ば
」
と
あ
る
。
華
本
文

　
昌
堂
に
よ
る
大
阪
の
俳
優
評
判
記
刊
行
は
、
注
2
日
置
論
考
に
よ
れ

　
ば

明
治
十
一
～
十
三
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
予
告
の
実
現
は
確
認

　
で

き
な
い
。
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
記
事
で
あ
る
。

△
⑥

『
花
競
芸
妓
評
判
記
」
編
者
蓼
花
庵
半
鼻
　
華
元
文
昌
堂
出
版

・

⑤

r附
録
」
の
本
編
に
あ
た
る
。
『
朝
日
新
聞
』
1
5
’
1
2
’
1
2
に

　
F
l
月
早
々
に
」
と
、
記
事
扱
い
で
載
る
。
同
1
2
・
2
8
に
コ
月
l

　

日
よ
り
」
と
記
事
扱
い
で
載
る
。

・

同
1
6
・
2
・
1
0
に
広
告
、
「
全
三
冊
」
と
あ
り
、
同
版
元
『
劇
場
珍 一 68一



　
報
筋
書
』
と
土
ハ
に
載
る
。

．

同
1
6
．
5
・
2
0
に
広
告
、
同
書
か
。
『
珍
報
筋
書
』
と
共
に
載
る
。

◎
～
○
⑦
『
福
島
芸
娼
評
判
記
』
上
巻
　
明
1
6
．
6
　
梅
花
仙
史
序

　
著
者
兼
出
版
人
鹿
子
田
又
四
郎

．

24

丁
。
縦
本
だ
が
上
上
吉
の
位
付
と
対
話
形
式
あ
り
。
2
0
名
を
扱
う
。

　
地
方
版
の
登
場
で
あ
る
。

・

凡
例
に
「
此
ノ
篇
ノ
品
評
ハ
通
人
粋
客
ノ
輿
論
ヲ
聞
キ
編
者
ノ
所
見

　

ヲ
併
セ
テ
褒
販
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
」
。
（
評
文
は
平
仮
名
交
じ
り
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ

・

末
尾
に

「
十
余
名
を
減
し
て
出
板
い
た
し
れ
ば
後
篇
は
引
継
き
直
に

　
出
板
す
へ
し
」
。

◎
⑧

『
和
歌
山
芸
妓
評
判
記
』
初
編
　
明
1
7
・
1
　
独
酔
翁
著
述
　
編

　
輯
人
大
沢
平
八
　
出
版
人
三
宅
小
次
郎

・

19

丁
o
初
編
と
し
て
1
5
名
を
扱
う
。
二
編
分
と
し
て
他
の
1
5
名
に
つ

　
き
名
前
の
み
挙
が
る
。

．

独
酔
翁

「
い

と
く
ち
」
に
「
東
京
の
粋
士
呉
園
子
が
芸
妓
評
判
記
に

　
倣
ひ

て

ど
う
や
ら
似
た
か
似
ぬ
声
音
、
東
都
浪
花
の
俳
優
の
評
を
両

　
地
の

芸
妓
が
芸

と
顔
と
の
二
つ
を
初
め
」
、
ま
た
頭
取
の
言
と
し
て

　
百
余
名
の
評
が
容
易
で
な
い
こ
と
や
「
拾
五
名
の
評
も
二
三
の
粋
客

　
の
説
所
を
意
見
と
し
酌
量
す
る
も
の
な
れ
は
」
な
ど
。

o
⑨

『
芸
娼
妓
評
判
記
』
明
1
8
・
8
　
粋
多
道
人
著
　
編
輯
兼
発
行
人

　
興
津

記
一
郎
花
柳
楼
書
房

．

縦
本
74

頁
。
東
京
を
中
心
に
、
全
国
各
地
の
芸
娼
妓
5
0
名
を
扱
う
。

．

こ
の
書
は
漢
語
漢
文
調
に
よ
る
独
特
の
評
文
を
綴
る
。
末
尾
に
2
頁

　
半
に
わ
た
っ
て
扱
わ
れ
る
「
歌
川
」
の
評
の
冒
頭
を
掲
げ
る
と
、

　
「
歌
川
技
能
　
歌
川
初
ノ
名
ハ
泊
瀬
川
越
前
三
国
出
村
某
楼
ノ
妓
ナ

　
リ
容
貌
絶
麗
天
質
穎
敏
ニ
シ
テ
譜
歌
ヲ
善
シ
筆
札
二
工
ミ
ニ
兼
テ
吹

　
竹
弾
品
香
点
茶
挿
花
諸
技
二
通
ズ
」
と
あ
る
。

・

実

は
こ
の
書
は
、
『
花
柳
蒙
求
』
初
編
（
明
1
5
’
H
　
著
・
編
輯
兼

　
発
行
人
谷
口

政
徳
　
花
柳
書
房
）
の
改
題
再
版
本
で
あ
る
。
刊
行
の

　
経
緯
に
は
深
く
踏
み
込
ま
な
い
が
、
再
版
に
あ
た
っ
て
「
評
判
記
」

　
の

名
称
を
採
用
し
た
点
、
換
言
す
れ
ば
、
評
判
記
と
い
う
名
称
が
吸

　
引
力
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

o
⑩
『
浜
松
芸
妓
評
判
記
』
明
1
9
・
1
2
　
眠
花
情
史
序
　
花
月
情
仙
評

　
著
者
兼
出
版
人
御
正
武
三
郎

・

縦
本
9
丁
。
2
6
名
を
扱
う
。

o
⑪

『
神
戸
兵
庫
芸
娼
妓
評
判
記
』
全
　
明
2
2
・
4
　
幻
夢
居
士
自
序
・

　
著

　
柳
塘
閑
人
校
　
著
作
者
早
川
宗
之
進
　
発
行
者
岩
本
由
之
助

　
発
行
取
扱
所
粋
文
堂

．

横
本
皿
頁
。
た
だ
し
7
～
1
8
頁
は
「
芸
娼
妓
の
起
原
」
「
福
原
の
総

　
論
」
「
芸
技
の
総
論
」
。
6
2
～
随
頁
は
、
表
題
に
も
う
た
う
「
芸
娼
妓

　
本
名
年
齢
入
細
見
井
料
理
屋
一
覧
」
。
位
付
と
対
話
形
式
は
な
し
。

　
76

名
を
扱
う
。
芸
妓
・
娼
妓
の
別
を
名
の
上
に
明
記
。

．

自
序
の
、
本
項
冒
頭
に
引
用
し
た
箇
所
の
後
方
に
「
当
地
に
て
始
め

　
て
芸
娼
妓
の
細
見
を
造
る
の
つ
い
で
浪
華
の
黒
表
紙
を
真
似
て
之
が

　
評
判
記
を
も
併
せ
て
一
冊
中
に
掲
げ
た
き
を
以
て
」
（
し
か
し
再
言

　
す

る
が
位
付
と
対
話
形
式
は
な
い
。
見
た
目
か
ら
は
、
「
名
鑑
」
と
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呼
べ
る
形
式
で
あ
る
）
「
余
儀
な
く
旧
稿
中
よ
り
六
七
十
名
の
評
判

　
記

を
抜
き
取
り
て
終
に
書
騨
に
渡
す
」
「
此
書
の
幸
ひ
に
し
て
役
者

　
評
判
記
と
並
び
行
な
は
る
s
事
も
あ
ら
ば
著
者
も
亦
柳
か
鼻
を
高
く

　
す
る
の
便
り
と
も
な
る
べ
き
欺
」
。

・

続
編
広
告
あ
り
。
著
者
の
参
考
の
た
め
私
評
の
投
寄
は
随
意
、
と
あ

　
る
。

o
⑫

『
松
阪
花
街
芸
娼
妓
評
判
記
』
明
2
3
・
7
　
花
柳
舎
巽
墨
序
　
髭

　
山
人
戯
著
　
著
者
兼
発
行
人
米
村
角
次
郎

・

縦
本
2
8
丁
o
た
だ
し
評
文
1
5
丁
の
後
は
都
々
逸
、
川
柳
等
o
位
付
と

　
対
話
形
式
は
な
し
。
見
出
し
は
楼
主
名
で
立
て
る
。
8
1
名
を
扱
う
。

・

F残
り
の
分
は
日
な
ら
ず
第
二
号
を
出
版
し
て
」
。

o
⑬

『
丘
ハ
神
芸
娼
妓
評
判
記
』
第
壱
編
　
明
2
3
・
1
1
　
白
水
亭
子
子
笑

　
閲

　
草
廼
家
牧
牛
戯
著
　
著
作
兼
発
行
者
田
先
陽
　
発
行
取
扱
所
粋

　
草
堂

・

縦
本
郎
頁
。
た
だ
し
評
文
6
4
頁
の
後
は
表
題
に
も
う
た
う
「
本
名
年

　
齢
入
細
見
新
作
心
意
気
都
々
一
遊
客
芸
娼
妓
心
得
」
。
位
付
と
対
話

　
形
式
は
な
し
。
伽
名
を
扱
う
。

・

第
弐
編
広
告
あ
り
。
著
者
の
参
考
の
た
め
私
評
の
寄
送
を
、
と
あ
る
。

△
⑭
　
（
兵
神
芸
娼
評
判
記
）

・

『
読
売
新
聞
』
2
4
・
7
・
1
9
に
記
事
。
兵
庫
県
下
で
発
行
し
た
が
、

　
風
俗
壊
乱
に
つ
き
発
売
林
示
止
、
と
あ
る
。

・

『
東
京
朝
日
新
聞
』
2
4
・
7
・
1
9
に
も
同
内
容
の
記
事
。
　
一
昨
日
発

　
行
禁
止
、
と
あ
る
。

o
⑮

『
松
山
芸
者
評
判
記
』
明
2
5
・
8
　
有
頂
天
坊
主
作
　
著
者
兼
発

行
人
今
村
次
郎

．
縦
本
3
3
頁
。
2
6
名
を
扱
う
。
位
付
と
対
話
形
式
は
な
し
。

o
⑯

『
吾
妻
全
盛
芸
娼
妓
評
判
記
」
明
2
7
・
1
0
　
編
輯
兼
発
行
人
国
保

　
達
曹
　
発
尭
元
苦
楽
堂

・

縦
本
8
8
頁
。
東
京
各
所
の
脳
名
を
扱
う
。
位
付
と
対
話
形
式
は
な
し
。

・

網
羅
で

き
ず
不
本
意
、
二
編
出
版
に
つ
き
寄
稿
を
乞
う
、
と
あ
る
。

・

『
東
京
朝
日
新
聞
』
2
7
・
1
1
・
7
に
広
告
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
以
上
、
魯
文
の
『
娼
妓
評
判
記
』
に
続
く
も
の
と
し
て
1
6
項
目
（
原

本
未
見
含
む
）
を
掲
げ
、
ひ
と
ま
ず
、
芸
娼
妓
評
判
記
を
概
観
し
た
。

六
二
連
俳
優
評
判
記

は
明
治
十
九
年
二
月
の
刊
行
を
最
後
と
す
る
が
、

そ

の

後

は
地
方
を
中
心
に
、
「
黒
表
紙
」
流
を
離
れ
つ
つ
も
「
評
判
記
」

を
名
乗
る
も
の
の
刊
行
が
続
い
て
い
る
。

　
特
記
事
項
を
立
て
る
な
か
で
は
、
一
般
読
者
か
ら
の
評
を
募
っ
て
い

る
点
に
注
目
し
た
。
こ
れ
は
新
た
に
整
備
さ
れ
た
郵
便
制
度
（
明
治
四

年
開
始
）
を
ふ
ま
え
て
の
方
針
で
、
俳
優
評
判
記
に
お
い
て
も
見
ら
れ

る
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
つ
つ
、
公
平
さ
を
目
指
し
た
新

た

な
批
評
態
度
に
乗
り
出
し
て
い
る
こ
と
も
た
し
か
に
見
て
と
れ
る
。

し
か
し
こ
の
読
者
へ
の
依
存
傾
向
は
一
方
で
、
大
規
模
な
対
象
物
へ
向

け
て
の
取
材
と
評
判
製
作
を
お
こ
な
う
能
力
の
限
界
を
示
し
て
い
た
と

い

う
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
江
戸
中
期
に
上
方
で
中
芝
居
が
勃
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興

し
、
そ
れ
を
受
け
て
役
者
評
判
記
で
も
そ
の
役
者
の
評
を
お
こ
な
い

始
め
た
が
、
し
だ
い
に
名
前
の
列
挙
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と

い

う
事
例
が
想
起
さ
れ
る
。
芸
娼
妓
評
判
記
に
名
寄
せ
、
細
見
を
附
載

し
た
も
の
が
登
場
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
と
よ
く
類
似
し
て
い
て
、
た
い

へ
ん

興
味
深
い
。
す
で
に
①
『
新
橋
芸
妓
評
判
記
」
に
「
大
部
の
所
と

な
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
」
と
述
べ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

　
江
戸
期
上
方
の
中
芝
居
評
は
結
局
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
が
、
新
時

代
の
芸
娼
妓
を
評
判
す
る
書
物
は
、
名
寄
せ
、
細
見
、
名
鑑
と
い
っ
た

性
格
の

も
の
に
移
行
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
く
。
時
期
は
下
る
が
、

『
日
本
全
国
女
評
判
記
』
（
大
5
・
4
　
編
者
禿
氏
岳
山
　
発
行
所
精
文

館
　
細
頁
）
に
至
っ
て
は
、
「
評
判
記
」
と
は
い
う
が
、
全
国
の
女
性

に

つ
い

て
、
個
別
の
評
判
で
は
な
く
土
地
毎
の
特
質
を
述
べ
立
て
た
も

の

で
、
『
女
人
国
記
』
と
い
う
別
名
が
ふ
さ
わ
し
い
、
案
内
記
と
い
う

性
格
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
を
あ
ら
た
め
て
女
性
案
内
の

系
譜
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
、
そ
の
系
譜
の
な
か
で
、
「
黒
表
紙
」
の

評
判
記
の
形
式
を
と
る
も
の
が
ま
ず
試
み
ら
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
か

つ
て

の

中
芝
居
評
同
様
、
扱
う
対
象
を
大
規
模
に
構
え
よ
う
と
し
て
手

に

余
り
、
頓
挫
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
評
判
に
位
付
や
対
話
形
式

を
用
い
て
い
く
こ
と
は
、
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
、
新

し
い
人
種
を
扱
う
実
用
情
報
は
ま
ず
優
先
し
た
い
、
と
い
う
事
情
が
か

ら
ん
で
く
る
。
「
黒
表
紙
」
流
の
芸
娼
妓
評
判
記
は
、
い
っ
た
ん
俳
優

評
判
記
に

誘
わ
れ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
が
、
こ

う
し
て
早
い
時
期
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

代
言
人
評
判
記

　
1
そ
の
二
面
性
1

　
F
代
言
人
」
と
は
、
現
在
の
弁
護
士
の
前
身
に
あ
た
り
、
江
戸
期
の

F公
事
師
」
か
ら
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
。
他
人
の
訴
訟
や
談
判
を

引
き
受
け
た
が
、
当
初
そ
の
人
物
や
仕
事
ぶ
り
の
質
は
玉
石
混
清
で
あ

り
、
報
酬
三
百
文
で
事
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
コ
ニ
百
代
言
」
と
い

う
語
が
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
諸
書
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
代
言
人
の
制
度
は
、
明
治
五
年
「
司
法
職
務
定
制
」
で
ま
ず
規
定
さ

れ
、
九
年
「
代
言
人
規
則
」
で
試
験
に
よ
る
免
許
制
と
な
り
、
十
五
年

r治
罪
法
」
施
行
で
民
事
の
み
な
ら
ず
刑
事
弁
護
も
許
可
、
と
い
う
具

合
に

整
備
さ
れ
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
芸
娼
妓
評
判
記
の
場
合
と
同
様
、
や
は
り
新
し
い
人
種
が

こ
う
し
て
登
場
す
る
状
況
を
背
景
と
し
て
、
代
言
人
評
判
記
が
登
場
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
『
代
言
人
評

判
記
』
（
明
1
9
．
6
　
英
晴
次
郎
編
輯
）
の
「
自
叙
」
が
意
を
尽
く
し

て
い

る
の
で
、
長
文
に
わ
た
る
が
次
に
引
用
す
る
。
本
項
に
お
い
て
も

前
項
と
同
様
に
、
次
に
諸
書
を
列
挙
す
る
な
か
か
ら
先
立
っ
て
と
り
あ

げ
る
か
た
ち
を
と
る
。

　
　
（
前
略
）
代
言
人
と
は
何
ぞ
則
ち
是
等
の
訴
訟
者
に
代
て
曲
直
を

　
　
論

し
克
く
権
理
の
所
在
を
明
か
に
し
て
理
の
当
然
な
る
所
を
言
ふ

　
　
の

人

な
れ
は
訴
訟
を
為
す
も
の
は
概
ね
是
れ
に
依
頼
せ
さ
る
は
な

　
　
し
然
る
に
其
代
言
人
を
撰
ふ
に
当
り
て
や
先
づ
謝
金
の
高
低
を
問

　
　
ふ

も
還
て
其
人
如
何
を
探
究
す
る
な
く
甚
し
き
は
三
百
代
言
人
と
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称
す
る
一
種
の
代
人
者
を
以
て
真
正
の
官
許
代
言
人
と
誤
認
し
て

　
　
盛
衰
禍
福
の
罹
る
処
の
訴
件
を
放
任
し
て
足
れ
り
と
為
す
如
き
は

　
　
畢
寛
代
言
人
の

姓
名
だ
も
識
ら
さ
る
の
過
失
な
り
と
難
と
も
其
情

　
　
は
還
て
憐
む
へ
き
も
の
あ
る
如
く
然
り
夫
然
り
而
て
此
の
弊
た
る

　
　
や
起
因
深
け
れ
は
一
朝
矯
正
せ
ん
と
欲
す
る
も
固
と
に
難
し
と
い

　
　
ふ
へ
し
抑
も
健
訟
乱
訴
は
世
の
悪
む
所
な
る
の
み
な
ら
す
自
か
ら

　
　
堅
中
に
転
す
る
如
き
の
不
幸
を
現
す
事
往
々
少
か
ら
す
而
て
是
等

　
　
の
訴
訟
は
乃
ち
原
被
か
代
言
人
を
撰
抜
す
る
事
の
粗
に
し
て
所
謂

　
　
三
百
代
言
に
放
任
す
る
に
原
す
る
な
り
述
者
此
に
見
る
あ
り
て
之

　
　
れ
を
矯
正
す
る
の
一
法
を
設
け
て
柳
か
社
会
に
益
す
る
所
あ
ら
ん

　
　
と
欲
す
れ
ど
も
未
た
其
適
切
な
る
要
策
を
得
す
於
是
乎
先
づ
代
言

　
　
人
評
判
記

な
る
も
の
を
作
為
し
て
世
に
公
に
す
る
も
の
は
他
な
し

　
　
世
人

に
I
の
注
意
を
喚
呼
す
る
の
老
婆
心
な
り
読
者
乞
ふ
之
れ
を

　
　
諒
せ
よ

　
以
下
、
代
言
人
評
判
記
の
実
例
も
、
芸
娼
妓
評
判
記
同
様
と
同
様
に

し
て
掲
げ
る
。
項
目
数
は
前
項
よ
り
も
少
な
い
が
、
新
聞
記
事
へ
の
登

場
は
目
立
つ
。
体
裁
は
全
て
縦
本
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

o
田

『
代
言
人
評
判

記
』
明
1
6
・
9
　
著
者
兼
出
版
人
足
立
重
吉
　
発

　
免
秩
山
堂

・

72

頁
。
評
は
東
京
を
中
心
に
、
各
地
か
ら
3
3
名
を
扱
う
。
6
1
～
6
8
頁

　
は

皿
名
の
住
所
付
。

・

安

田
孝
序
に
二
箇
人
ノ
為
メ
ニ
自
由
権
利
ヲ
損
セ
サ
ラ
シ
ム
ル
モ

　
ノ
ハ
代
言
人
ナ
リ
」
「
鳴
呼
代
言
人
ノ
責
任
亦
夕
重
シ
　
」
「
今
マ
足

　
立
氏
ノ
此
書
タ
ル
歴
々
其
ノ
人
物
ヲ
指
摘
セ
シ
バ
蓋
シ
徒
事
二
非
ル

　
ヘ
シ
」
。

・

右
に

自
叙
を
引
用
し
た
、
次
の
同
名
書
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

・

『
読
売
新
聞
』
1
9
．
9
・
H
お
よ
び
1
3
に
広
告
。
「
十
日
出
板
」
「
全

　
国
中
有
名
な
る
代
言
人
計
三
人
の
評
判
」
。

．

同
9
・
2
1
の
記
事
と
し
て
、
新
刊
5
点
の
な
か
に
あ
る
。

○
圖

『
代
言
人
評
判

記
』
明
1
9
・
6
　
出
版
兼
編
輯
人
英
晴
次
郎

・

32

頁
。
大
阪
代
言
人
組
合
の
1
4
名
を
扱
う
。
1
8
頁
以
降
は
「
大
阪
組

　
合
代
言
人
住
所
姓
名
表
」
。
自
叙
は
先
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。

・

『
朝

日
新
聞
』
1
9
・
6
・
5
に
『
大
阪
組
合
代
言
人
評
判
記
』
と
し

　
て
広
告
。
売
捌
所
「
進
々
堂
」
名
義
で
「
本
日
よ
り
発
売
」
。
同
6
・

　
17

に
も
広
告
。

○
團

『
大
阪
事
件
弁
護
人
評
判
記
』
明
2
0
・
1
0
　
廉
堂
居
士
序
　
編
輯

　
兼
出
版
人
小
林
謙
次
郎

・

33

頁
。
左
記
の
大
阪
事
件
に
関
わ
っ
た
1
8
名
を
扱
う
。

・

r大
阪

事
件
」
は
明
治
十
八
年
に
起
こ
っ
た
事
件
。
当
時
の
自
由
党

　
の

大
井
憲
太
郎
ら
が
立
憲
政
治
樹
立
運
動
と
朝
鮮
の
独
立
運
動
を
連

　
動

さ
せ
よ
う
と
し
て
、
朝
鮮
へ
の
内
政
干
渉
を
画
策
、
非
合
法
行
為

　

な
ど
の
廉
に
よ
り
、
百
三
十
名
余
が
逮
捕
さ
れ
た
も
の
。
本
書
編
者

　
は
凡
例
に
、
国
事
犯
公
判
は
二
十
年
九
月
に
終
局
を
告
げ
た
、
と
し
、

　
F
深
ク
弁
護
人
諸
氏
ノ
厚
志
ヲ
謝
ス
故
二
諸
氏
ノ
労
ヲ
万
世
二
伝
ヘ

　
ン

ト
欲
ス
」
と
す
る
。
政
治
的
立
場
性
の
強
い
書
で
あ
る
。
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・

こ
こ
で
代
言
人
評
判
記
の
評
文
の
例
と
し
て
、
善
積
順
蔵
の
評
を
一

部
引
け
ば
、
「
君
ガ
訟
廷
二
於
ケ
ル
弁
論
中
往
々
ニ
シ
テ
及
ホ
シ
テ

政
事
上
二
関
係
セ
ル
事
実
二
至
リ
テ
ハ
得
意
ノ
弁
ヲ
揮
フ
テ
快
談
セ

　
ラ
レ
タ
リ
聞
ク
検
察
官
堀
田
氏
モ
君
二
対
ス
ル
弁
論
二
至
リ
テ
ハ
特

　
二
痛
撃
セ
ラ
レ
タ
リ
ト
是
レ
亦
君
ガ
得
意
然
タ
ル
所
ナ
ラ
ン
乎
」

　
T
君
嘗
テ
耶
蘇
新
教
二
入
レ
リ
ト
云
ヘ
リ
今
ヨ
リ
後
ハ
益
々
信
仰
ヲ

　
厚
フ
シ
テ
以
テ
福
利
ヲ
得
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
特
二
君
ノ
為
メ
ニ
希
望
ス

　
ル
ナ
リ
」
。

・

「
蓬
然

タ
ル
黒
髭
ハ
願
ノ
左
右
二
分
レ
生
シ
体
容
肥
満
眉
目
清
秀
音

　
吐
鐘
ノ
如
ク
弁
論
極
メ
テ
精
巧
論
理
特
二
詳
密
」
（
板
倉
中
）
「
色
白

　
ク
シ
テ
鼻
秀
デ
美
髭
両
頬
ヲ
繰
リ
ド
リ
微
二
笑
ヘ
バ
金
作
ノ
歯
ヲ
顕

　
ハ
シ
温
顔
恭
容
敢
テ
矯
態
無
キ
」
（
菊
池
侃
二
）
な
ど
の
評
は
、
芸

　
娼
妓
評
判
記

と
の
類
似
す
ら
う
か
が
わ
せ
る
。
前
述
の
立
場
性
に
よ

　
り
、
総
じ
て
評
文
は
好
意
的
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
現
代
的
な
意
味
の

　
r
評
判
」
に
近
い
も
の
を
う
か
が
わ
せ
る
。

・

『
朝

日
新
聞
』
2
0
・
H
・
H
に
売
捌
所
大
華
堂
名
義
で
広
告
。
「
容
貌

　
風
采
ヨ
リ
弁
論
ノ
巧
拙
学
問
ノ
深
浅
等
其
身
ノ
上
二
立
チ
シ
世
ノ
評

　
判
ヲ
」
「
偏
セ
ズ
党
セ
ズ
忌
マ
ズ
揮
ラ
ズ
」
。
同
1
1
・
1
3
に
「
新
刊
書

　
冊
」
の
見
出
し
で
記
事
扱
い
。
6
点
挙
が
る
な
か
に
あ
る
。

・

『
読
売
新
聞
』
2
0
・
H
・
1
6
o
F
最
近
出
版
書
」
と
し
て
書
名
6
点
が

　
並
ぶ

な
か
に
、
売
捌
所
東
京
屋
名
義
で
載
る
。

○
囚

『
近
江
代
言
人
評
判
記
』
明
2
5
・
1
0
　
編
輯
兼
発
行
人
北
村
竹
次

　
郎

発
行
所
天
怒
閣

・

36

頁
。
大
津
お
よ
び
彦
根
組
合
の
1
2
名
を
扱
う
。
芸
娼
妓
評
判
記
に

　
も
見
ら
れ
た
地
方
版
で
あ
る
。

・

谷
沢
龍
蔵
・
中
山
勘
三
の
両
名
は
二
十
四
年
の
大
津
事
件
の
際
に
、

　
ロ
シ
ア
皇
太
子
襲
撃
犯
津
田
三
蔵
の
弁
護
を
し
た
旨
見
え
る
。

△
固

『
東
京
弁
護
士
評
判
記
』

’

『
東
京
朝

日
新
聞
』
3
2
・
8
・
3
。
こ
れ
は
原
稿
募
集
の
広
告
で
あ

　
る
。
益
民
館
評
判
記
出
版
部
名
義
で
「
至
急
御
投
稿
あ
れ
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
こ
れ
ら
は
「
評
判
記
」
を
名
乗
り
、
芸
娼
妓
評
判
記
に
似
た
記
述
も

垣
間
見
え
た
も
の
の
、
結
局
「
黒
表
紙
」
流
の
体
裁
・
形
式
は
当
初
か

ら
と
っ
て
お
ら
ず
（
し
た
が
っ
て
◎
印
は
つ
け
な
か
っ
た
）
、
名
鑑
的

な
色
合
い
が
強
い
。
本
項
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
森
長
英
三
郎
「
代
言
人
・

　
　
　
　
　
　
　
ら
　

弁
護
士
伝
記
書
誌
」
を
参
考
と
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
田
と
團
が

登
場
す
る
が
、
一
方
で
こ
こ
に
は
す
で
に
『
東
京
代
言
人
列
伝
』
（
明

1
4
・
1
0
）
の
書
誌
が
あ
り
、
三
同
名
代
言
人
列
伝
』
（
明
1
9
・
3
）
、
『
大

阪
組
合
代
言
人
公
評
録
』
（
明
2
0
・
1
0
）
と
い
っ
た
書
名
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

ま
た
、
村
上
1
博
の
「
代
言
人
（
弁
護
士
）
評
伝
集
」
に
は
固
と
囚
が

載
る
が
、
『
公
評
録
』
は
こ
ち
ら
に
も
見
え
る
。
結
局
代
言
人
評
判
記

は
、
出
発
点
か
ら
こ
れ
ら
と
同
種
列
伝
あ
る
い
は
名
鑑
的
性
格
の
も
の

と
し
て
登
場
し
、
後
に
も
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
代
言
人
評
判
記
に
つ
い
て
は
、
別
の
見
地
か
ら
、
「
評
判
記
」

と
呼
ぶ
べ
き
性
格
に
つ
い
て
、
今
少
し
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

　
代
言
人
評
判
記
（
列
伝
、
名
鑑
）
と
い
う
書
物
が
世
に
出
た
理
由
に

一 73一



つ
い

て

は
、
二
つ
の
側
面
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
前
述
し
た
玉
石

混
渚
の
状
況
の
な
か
で
、
良
質
の
代
言
人
を
見
分
け
て
選
び
出
し
、
場

合
に

よ
っ
て
は
実
際
に
依
頼
を
お
こ
な
い
た
い
と
い
う
、
人
々
の
当
然

の

要
請
に
応
え
た
も
の
だ
と
い
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
と
さ
ら

r評
判
記
」
と
い
う
名
称
を
帯
び
た
こ
と
に
関
し
て
留
意
し
た
い
の
は
、

代
言
人

が
、
こ
れ
も
当
時
人
々
の
目
を
引
く
存
在
と
な
っ
て
い
た
「
政

談
演
説
会
」
と
の
関
わ
り
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
F
演
説
」
と
い
う
語
は
仏
教
語
に
由
来
し
、
近
代
以
前
に
も
見
ら
れ

る
も
の
だ
が
、
近
代
に
な
っ
て
あ
ら
た
め
て
、
福
沢
諭
吉
お
よ
び
慶
雁

義
塾
の

面

々
に
よ
っ
て
「
ス
ピ
ー
チ
ユ
」
の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
始

め
た
と
さ
れ
る
（
『
福
沢
全
集
緒
言
』
明
3
0
・
1
2
に
も
と
つ
く
）
。
そ
し

て
政
談
演
説
会

は
、
明
治
十
年
代
に
自
由
民
権
運
動
の
盛
り
上
が
り
を

受

け
て
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
東
京
で
は
、
料
理
店
の
「
貸
席
」
（
現
在
の
「
貸
－
h
　
r
v
ル
」
に
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ぶ
む
ら

る
）
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
。
浅
草
の
井
生
村
楼
（
明
治
七
年
開
業
）

は

そ
の
代
表
的
な
も
の
だ
が
、
｝
方
大
阪
で
は
、
そ
の
会
場
に
し
ば
し

ば

劇
場
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
東
西
で
会
場
の
性
格
に
こ
の
よ
う
な
差

異
が

生

じ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
未
検
討
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
そ
の

喧
騒
ぶ
り
に
手
を
焼
い
た
、
あ
る
い
は
警
察
権
力
の
介
入
を
忌
避
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
劇
場
側
は
「
道
頓
堀
五
箇
所
の
芝
居
は
如

何

な
る
訳
柄
に
や
以
後
演
舌
会
の
席
に
は
一
切
貸
与
へ
ぬ
と
云
ふ
事
に

持
主
の

輩
が
申
合
を
な
し
た
り
と
」
（
『
朝
日
新
聞
』
1
3
・
1
1
・
2
0
）
と

あ
る
よ
う
な
申
し
合
わ
せ
や
協
議
を
一
度
な
ら
ず
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

そ

の

実
効
性
は
な
く
、
演
説
会
の
挙
行
は
継
続
し
て
い
く
o

　
代
言
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
政
談
演
説
会
の
弁

士
あ
る
い
は
討
論
者
と
し
て
し
ば
し
ば
登
壇
す
る
人
材
の
集
団
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
前
掲
の
『
大
阪
事
件
弁
護
人
評
判
記
』
善
積
順
造
の
評
に

も
、
「
君
ハ
大
阪
地
方
二
於
テ
ハ
嘗
テ
ヨ
リ
政
談
演
説
ヲ
以
テ
名
高
シ

実
二
君
ノ
音
声
甚
ダ
優
美
ニ
シ
テ
君
ガ
演
説
ノ
挙
止
甚
ダ
温
雅
ナ
リ
誠

二

能
ク
演
壇
二
熟
練
セ
ル
弁
士
ト
云
フ
可
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

　
政
談
演
説
会
は
随
時
新
聞
紙
上
で
開
催
の
予
告
が
な
さ
れ
、
開
催
後

は
そ
の
盛
況
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
頻
繁
で
は
あ
る
が
、
比
較
的

簡
略
な
記
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
次
の
岩
手
に
お
け
る
各
事
例
は
、
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

説
会
の
様
子
が
か
な
り
具
体
的
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

　

a
．
　
1
昨
夜
八
幡
町
坂
の
上
な
る
芝
居
舞
台
に
於
て
開
場
し
た
る
政

　
　
談
演
説
会
は
過
日
内
丸
に
て
開
き
し
に
比
す
れ
ば
一
層
聴
衆
も
多

　
　
く
午
後
八
時
頃
に
は
最
早
立
錐
の
地
な
き
に
依
り
ッ
イ
木
戸
を
閉

　
　
ぢ
た
る
程
な
り
し
が
斯
く
日
増
に
政
談
を
聞
く
も
の
s
増
す
は
甚

　
　
だ
賀
す
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
進
新
聞
」
1
3
・
9
・
3
）

　
b
’
　
1
昨
夜
内
丸
公
園
側
の
芝
居
小
屋
に
て
開
会
せ
し
政
談
演
説
会

　
　
は
相
変
ら
ず
大
入
に
て
曽
て
同
処
へ
開
き
し
時
に
比
す
れ
ば
一
層

　
　
の
聴
衆
に
て
土
間
や
上
下
の
桟
敷
は
勿
論
花
道
ま
で
も
詰
め
掛
け

　
　
各
々
息
を
飲
ん
で
演
説
を
聴
き
居
た
る
最
中
後
れ
走
せ
に
来
し
傍

　
　
聴
人
が
土
間
に
居
て
は
人
の
後
で
能
く
分
ら
ぬ
故
花
道
へ
上
り
演

　
　
説
者
の
面
を
の
み
守
り
て
だ
ん
く
舞
台
の
方
に
進
み
来
て
は
花
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道

よ
り
左
足
を
踏
外
し
て
ズ
ト
ン
と
其
間
へ
落
ち
落
る
拍
子
に
必

　
　
ず

頭
を
下
桟
敷
の
欄
干
に
撃
ち
し
者
凡
そ
十
余
人
あ
り
て
中
に
は

　
　
地
揺
ぎ
の
す
る
ほ
ど
撃
ち
し
も
あ
り
し
は
可
笑
し
く
も
あ
り
気
の

　
　
毒
に

も
あ
り
し
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
1
3
・
9
・
1
4
）

　

c
．
　
1
昨
夜
の
演
説
会
は
内
丸
劇
場
の
処
俄
か
に
都
合
を
以
て
八
幡

　
　
坂
の

上
に

開
か
れ
た
が
聴
衆
は
殆
ん
と
二
千
余
人
の
多
き
に
至
り

　
　
左

し
も
広
き
劇
場
も
立
錐
の
地
な
く
近
頃
稀
な
る
盛
会
に
て
伊
藤

　
　
氏
の
政
府
人
民
利
害
の
関
係
と
い
ひ
布
施
氏
の
花
を
愛
せ
ざ
る
人

　
　
へ
花
を
与
ふ
る
勿
れ
の
説
と
い
ひ
鈴
木
氏
の
学
者
論
と
い
ひ
何
れ

　
　
も
懸
河
の
弁
を
以
て
酒
々
説
き
た
れ
ば
喝
采
の
音
雷
の
如
く
中
に

　
　
も
鈴
木
氏
の
日
支
の
関
係
論
は
例
な
が
ら
傍
聴
の
毛
髪
を
立
た
し

　
　
め

何
れ

も
其
能
弁
を
賞
嘆
せ
り
と
　
　
　
　
（
同
1
4
．
4
・
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
武
外
骨
の
『
明
治
演
説
史
』
で
も
演
説
会
の
こ
の
よ
う
な
盛
況
、

喧
騒
ぶ

り
は
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
目
次
を
た
ど
る
だ
け
で
も
「
演
説
傍

聴
人
の
不
穏
暴
挙
」
「
演
劇
に
類
せ
し
チ
ン
ピ
ラ
演
説
」
「
罵
□
言
を
喜
ぶ

聴
衆
」
「
教
育
演
説
会
に
も
学
校
の
使
用
を
禁
ず
」
「
警
部
を
突
き
飛
ば

せ

し
星
亨
」
な
ど
か
ら
そ
の
様
相
が
う
か
が
え
る
。

　
強
調

し
た
い
の
は
、
政
談
演
説
会
が
、
多
分
に
「
芝
居
が
か
っ
た
」

性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
目
次
の
例
に
も
、
該

当
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
）
。
劇
場
を
会
場
と
し
て
用
い
た
こ
と
と
の

相
互
作
用

と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
演
者
そ
し
て
聴
衆
（
観
衆
）
の

あ
り
よ
う
は
、
き
わ
め
て
演
劇
に
近
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、

代
言
人
が

し
ば
し
ば
た
ず
さ
わ
る
演
説
会
の
演
劇
的
イ
メ
ー
ジ
が
、
彼

ら
の
名
鑑
を
、
実
用
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
に
「
評
判
記
」
と
い
う

性
格
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
世
に
出
す
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
代
言
人
と
評
判
記
は
親
和
性
が
高
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
代
言
人
評
判
記
に
準
ず
る
か
た
ち
で
あ
と
二
点
を
追
加
し

て
お

く
。
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
の
新
刊
書
籍
目
録
に
互
い
を
掲
載
し
て
姉
妹

編

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
先
に
立
項
し
た
代
言
人
評
判
記
に
先
行
し
て

の

登
場
で
あ
る
が
、
や
は
り
演
説
の
持
つ
演
劇
的
要
素
を
提
示
し
て
く

れ

る
と
い
う
補
強
資
料
と
し
て
の
F
評
判
記
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

o
囹

『
自
由
改
進
漸
進
保
守
明
治
演
説
評
判
記
』
明
1
5
・
1
0
　
栗
田
信

　
太
郎
編
著
　
変
了
閣
蔵
版
　
出
版
人
師
岡
国

．

62

頁
。
5
1
名
を
扱
う
。
目
次
に
は
「
改
進
党
員
」
「
自
由
党
員
」
な

　
ど
と
記
す
が
、
評
文
見
出
し
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
大
半
は
新
聞
社
員
。

　
r
代
言
弁
護
師
」
は
4
名
。

・

r緒
言
」
に
、
幕
府
の
世
と
は
異
な
り
、
新
聞
・
雑
誌
・
討
論
な
ど

　
が
出
現
し
た
こ
と
を
三
口
い
、
　
F
演
説
ノ
如
キ
之
ヲ
為
ス
ノ
人
二
弊
即

　
チ

癖
ヲ
生
シ
遂
二
之
ア
ル
ノ
穴
ヲ
見
出
シ
世
二
之
ヲ
喋
々
評
ス
ル
ノ

　
時
機
二
至
レ
リ
」
と
す
る
。

．

増
補
再
版
（
明
1
7
・
1
）
が
あ
り
、
末
尾
に
3
名
が
追
加
さ
れ
て
い

　
る
。

・

代
言
人
で

は
な
い
が
、
沼
間
守
一
（
改
進
党
員
、
京
浜
毎
日
新
聞
社

　
員
）
の
評
文
を
抄
出
す
る
と
、
「
体
勢
（
演
説
ノ
仕
振
リ
）
二
到
テ
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ハ
卓
前
二
立
ッ
ヤ
否
ヤ
両
手
ノ
掌
ヲ
合
セ
之
ヲ
握
リ
反
覆
ス
ル
ノ
癖

　
ア

リ
之
ヲ
衆
人
二
間
フ
ニ
衆
人
ハ
握
リ
飯
ト
云
フ
即
チ
一
時
ハ
或
地

　
方
ニ
テ
ハ
彼
ノ
握
リ
飯
演
説
カ
ト
云
フ
程
ナ
リ
シ
ガ
現
時
ハ
其
弊
絶

　
テ

ナ
ク
唯
俳
優
成
田
屋
（
団
十
郎
）
ヲ
気
取
ル
ノ
ロ
習
ア
ル
ノ
ミ
」
。

　
沼
間
本
人
に
俳
優
気
取
り
の
習
癖
、
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
す

　

ま
す
演
劇
味
を
う
か
が
わ
せ
る
。

o
囮
『
日
本
全
国
新
聞
記
者
評
判
記
』
明
1
5
・
1
2
　
大
井
通
明
編
著

　
変
了
閣
蔵
版
　
出
版
人
師
岡
国

．

76

頁
。
4
1
名
を
扱
う
。

’

F文
章
」
「
学
芸
」
「
性
質
」
「
品
行
」
な
ど
と
共
に
、
「
議
論
」
「
弁
舌
」

　
の

項
目
が
あ
る
。
た
だ
し
、
右
の
沼
間
を
と
り
あ
げ
た
中
に
は
「
弁

　
舌
」
は
な
い
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
代
言
人
本
人
た
ち
の
活
動
ぶ
り
と
新
聞
広
告
の
効
果
も
あ
い
ま
っ
て
、

代
言
人
評
判
記

は
世
に
迎
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
意
外
に
そ
の
命

は

短
か
っ
た
。
政
談
演
説
会
の
衰
退
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
宮
武
外
骨
が
分
析
し
て
お
り
、
明
治
二
十
三
年
の

国
会
開
設
を
控
え
て
、
議
論
の
穏
健
化
や
種
切
れ
、
国
会
の
開
設
待
ち

と
い
う
雰
囲
気
、
一
方
で
政
党
・
政
治
家
の
へ
の
不
信
感
が
発
生
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

こ
と
な
ど
を
原
因
に
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
談
演
説
会
と

い

う
成
立
基
盤
を
失
っ
た
、
演
劇
味
の
濃
い
代
言
人
評
判
記
は
終
息
を

迎

え
、
代
三
口
人
（
後
の
弁
護
士
）
の
実
用
面
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
弁

護
士
名
鑑
類
に
役
割
を
譲
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
F
相
対
化
」
、
さ
ら
に
変
質
へ

　
　
僕
が

未
だ
子
供
の
時
分
で
あ
つ
た
六
二
連
と
云
ふ
劇
評
連
が
あ
つ

　
　
て
黒
表
紙
の
評
判
記
を
推
ら
へ
て
新
富
其
他
大
劇
場
の
評
判
を
し

　
　

た
も
の
だ
　
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
3
3
・
6
・
2
）

　
　
六
二
連

と
い
へ
ば
見
功
者
の
随
l
、
幹
事
の
高
須
高
燕
、
冨
田
砂

　
　
燕
、
梅
素
玄
魚
の
三
名
が
黒
表
紙
の
評
判
記
を
出
し
た
の
は
明
治

　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ

　
　
十
1
年
か
ら
二
十
年
迄
、
こ
れ
が
劇
評
の
始
ま
り
で
役
者
の
位
付

　
　
も
載
せ
、
旧
式
な
が
ら
権
威
の
あ
つ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
昭
8
・
3
・
2
5
）

　
役
者
評
判
記
は
、
内
容
的
に
は
新
し
い
劇
評
媒
体
の
な
か
に
解
消
し

て
い

く
o
加
え
て
右
に
見
る
よ
う
に
、
六
二
連
の
俳
優
評
判
記
す
ら
も
、

F黒
表
紙
」
と
い
う
名
称
を
も
っ
て
江
戸
期
の
役
者
評
判
記
の
な
か
に

一
体
化
し
て
溶
け
込
み
つ
つ
、
結
局
懐
古
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
方
、
「
芸
娼
妓
評
判
記
」
や
「
代
言
人
評
判
記
」
が
新
時
代
の
趨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

勢
に
乗
っ
て
現
れ
出
た
。
こ
れ
ら
が
一
時
的
に
せ
よ
脚
光
を
浴
び
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
同
時
期
の
「
俳
優
評
判
記
」
は
（
さ
ら
に
は
「
役
者
評

判
記
」
も
）
、
r
評
判
記
」
と
い
う
呼
称
の
点
か
ら
こ
れ
ら
と
並
置
、
相

対
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
以
上
を
結
論
と
す
る
が
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
諸
種
評
判
記
自

身
の
変
質
（
名
鑑
化
、
案
内
記
化
）
に
よ
っ
て
、
「
評
判
記
」
の
概
念

ま
で
が
変
質
を
き
た
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
現
代
に
お
い
て
、
何
ら

か

の

人
物
・
事
物
を
と
り
あ
げ
て
取
り
沙
汰
す
る
際
に
「
評
判
記
」
と
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い

う
呼
称
を
用
い
る
例
は
時
た
ま
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
一
般
人
が
そ
こ

か

ら
役
者
評
判
記
を
想
起
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
こ
の
隔
絶
の
さ
ま

は
、
以
上
述
べ
て
き
た
明
治
前
期
の
動
向
に
そ
の
端
緒
を
求
め
う
る
の

で
あ
る
。
）

注
（
1
）
　
池
山
晃
「
六
二
連
俳
優
評
判
記
の
位
置
　
　
新
し
い
劇
評
媒
体
群
の

　
　
な
か
で
　
　
」
、
『
日
本
文
学
研
究
』
4
3
、
平
1
6
・
2
。
本
稿
で
は
、
以

　
　
下
「
前
稿
」
と
記
す
。

（
2
）
　
日
置
貴
之
「
明
治
期
上
方
板
役
者
評
判
記
と
そ
の
周
辺
」
、
『
日
本
文

　
　
学
』
平
2
3
・
1
2
。
の
ち
修
整
し
て
、
『
変
貌
す
る
時
代
の
な
か
の
歌
舞

　
　
伎
　
幕
末
・
明
治
歌
舞
伎
史
』
平
2
8
・
2
、
笠
間
書
院
に
所
収
。

（
3
）
　
矢
内
賢
二
「
六
二
連
『
俳
優
評
判
記
』
と
新
聞
劇
評
」
、
『
明
治
の
歌

　
　
舞
伎
と
出
版
メ
デ
ィ
ア
』
平
2
3
・
7
、
ぺ
り
か
ん
社
。

（
4
）
　
宮
武
外
骨
「
娼
妓
解
放
令
」
、
『
明
治
奇
聞
』
三
篇
、
大
1
2
・
7
、
半

　
　
狂
堂
。

（
5
）
　
こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
『
い
ろ
は
新
聞
』
所
載
の
『
横
浜
芸
妓
評

　
　
判

記
』
広
告
を
根
拠
と
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
『
仮
名
垣
魯
文
百
覧

　
　
会
　
展
示
目
録
』
の
指
摘
が
先
行
す
る
。
山
本
和
明
執
筆
。
同
目
録
三

　
　
版
、
平
1
8
・
1
1
に
よ
っ
た
。

（
6
）
　
森
長
英
三
郎
「
代
言
人
・
弁
護
士
伝
記
書
誌
」
、
『
日
本
弁
護
士
列
伝
』

　
　
昭

5
9
・
6
o
社
会
思
想
社
。

（
7
）
　
村
上
一
博
「
明
治
法
律
学
校
出
身
の
代
言
人
群
像
　
至
明
治
二
六
年
」
、

　
　
『
法
律
論
叢
』
平
8
・
3
に
所
収
。
こ
れ
は
出
身
校
を
限
定
し
て
代
言

　
　
人
を
と
り
あ
げ
る
た
め
の
参
考
書
目
に
限
っ
て
い
る
。

（
8
）
　
以
下
の
a
．
～
c
．
の
記
事
に
つ
い
て
、
岩
手
弁
護
士
会
史
編
纂
委

　
　
員
会
編
『
岩
手
の
弁
護
士
』
　
（
平
9
・
1
1
、
岩
手
弁
護
士
会
）
1
3
～
1
4

　
　
頁
が
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
ま
ず
a
．
を
「
二
日
」
の
こ
と
と
す
る
。

　
　
そ
し
て
b
．
の
前
半
を
抄
出
し
つ
つ
「
息
を
飲
ん
で
演
説
を
聞
き
居
る
…
」

　
　
と
い
う
か
た
ち
で
結
ぶ
が
、
こ
れ
を
「
月
末
」
の
こ
と
と
し
、
そ
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
リ

　

　
ま
c
．
の
「
伊
東
氏
の
政
府
人
民
」
以
下
の
引
用
を
続
け
る
（
む
ろ
ん

　
　
c
．
は
翌
年
四
月
の
演
説
会
の
記
事
で
あ
る
。
ま
た
、
「
伊
東
氏
」
で

　
　
は
伊
東
圭
介
の
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
演
説
は
伊
藤
金
次
郎
の
も
の
で

　
　
あ
る
）
。
こ
の
不
正
確
な
記
述
ぶ
り
の
理
由
は
不
詳
。
こ
の
記
述
は
、

　
　
さ
ら
に
谷
正
之
「
弁
護
士
の
誕
生
』
（
平
2
．
o
o
　
民
事
法
研
究
会
）

　
　
9
6
～
9
7
頁
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
本
題
か
ら
は
逸
れ
る
が
、
こ

　
　
こ
に
訂
正
を
明
記
し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

（
9
）
　
宮
武
外
骨
『
明
治
演
説
史
』
大
1
5
・
4
、
有
限
社
。

（
1
）
　
r
政
談
演
説
の
衰
微
せ
し
理
由
」
、
注
9
外
骨
著
書
に
所
収
。

（
1
）
　
こ
れ
ら
二
種
の
評
判
記
の
後
を
受
け
る
か
た
ち
で
盛
ん
に
新
聞
広
告

　
　
に
主
に
登
場
す
る
も
の
と
し
て
、
「
学
校
評
判
記
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

　
　
本
稿
の
範
囲
で
は
言
い
及
ぼ
な
か
っ
た
。
や
は
り
新
時
代
の
動
向
を
反

　
　
映
し
て
い
る
が
、
人
物
で
な
く
事
物
が
対
象
で
あ
る
た
め
、
当
初
か
ら

　
　
案
内
記
と
い
う
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
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